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して数値計算し，その妥当性を評価した。予備検定の有意水準 α を 25 96 ,__, 50 96 くらいにとれば， 精
度は必ずしも上がるというわけではないが，実際的により簡単なモデルを選ぶという方針に沿っては用
いてもよいと結論づけた。更に主効果の検定や誤差分散の推定等に関する，既に性能の知られている手






論した o P 次元確率ベクトル X が正規分布 NpCO ， Ip) (lp は単位行列) ，乙従っている時， 。のいく
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っかの成分が O であるかどうかを赤池情報量規準 (AIC) を用いて検討し(モデル選択) , その結果の
下で、残ったノぐラメータの値を最尤推定量 (MLE) により推定する手法が， P = 1 の時許容的でありか
っミニマックスである乙とを証明した。又，多次元の場合には，モデルの構成法として典型的な 2 つの
場合， (1) ()の成分ごとに O かどうかを考え 2P 個のモデルを用意する場合と ， (2) ()の全ての成分が同時
に O かどうかを検討する場合，とを扱った。どちらの場合も p 孟 3 の時は AIC および MLE を用いた
手法が非許容的であることが証明された。次に(1) では全ての p に対してこの手法がミニマックスであ







第 1 章で推測過程論を概観したあと，第 2 章は実際的な見地からのこの理論への接近を 2 要因分散分




第 3 章は理論的な見地からの接近である。多変量正規分布の平均ベクトルが O であるというあいまいな
情報があるとき，著者はモデル選択と未知母数の推定の 2 つの局面を含んだ推測問題を定式化し，稲垣が提
出した損失関数を用いて推測方式の性質を調べた。その際，著者は"データに両立するモデル選択"と
いう新しい概念を導入し，この性質が推測方式のミニマックス性を規定することを証明した。さらに正
規分布の次元と許容性との関係についても興味ある事実を見出している。
本論文は推測過程論に対する新しい著しい貢献であり，博士論文として価値あ Z ものと認める。
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